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＜連絡事項＞

· 北病棟では医療福祉学会の抄録が２題採用されました。担当者は、協力して早めに取り掛かり原稿やパワーポイントを作成していきましょう。

· 本日もトイレのつまりがあり、業者へ確認していますが異常がないとのことです。今後もつまっている状態があると思いますが、様子をみて報告して下さい。小便器のつまりは尿石など汚れの原因も考えられる為、その汚れを取る為の洗剤を使用し、掃除をしていきましょう。

· 1月14日（木）に立ち入り検査がありますので、カルテチェックをしていきましょう。

＜患者様連絡事項＞

・中野渡　鉄男様～本人様より、スタッフとの付き添いでもいいので、ジャンバーなどの買い物のため外出したいと希望があります。担当スタッフは本人と確認し日時など決めていきましょう。出来る限りご家族へと一緒に行けるように協力をうながしていきましょう。

・伊藤　雄一様～昨日荻生内科受診し、心不全のため八戸赤十字病院に入院とし　　

ています。当院は退院となりますが、２週間ほどの入院期間であるため、退院後は当院へ入院となる予定です。そのため、ご家族は遠方である為、荷物を預かっていて欲しいと希望があり、西病棟の階段室にあります。

・鈴木　茂子様～当院の歯科受診の希望があり、かぶせていたものが取れた為です。　　

現在当院は、受診待ちとなっているため、松尾歯科の受診の希望されています。月曜日のリーダーは主治医へ確認してください。生活保護をうけているので、お金はかからないとことです。

・大上　なみ様～本日歯科受診しています。抜歯しているため、ヨウフェナック（25）３Ｔ３×１　３日分、クラビット（100）１Ｔ１×夕後３日分臨時処方となっています。抜歯したことにより、粥とキザミの肉禁食へ食事変更となります。

＜環境美化＞

今月はカーテンの洗濯を実施していく予定です。実施した際には、実施した場所に捺印をお願いします。

＜ＳＳＴ＞

Ａグループ

中野渡鉄男様～会話する人が少ないとのことですが、1年を振り返るといろんな人と話ができたと評価されている。

山火　るい子様～振り返りにも大きな声で挨拶が出来ていないと自身で答えている。

総括･･･会話が苦手とのことや会話する機会がなかった意見があった患者様より、少ないが会話できたとの発言が聞かれた。自身がない患者様にはコミュニケーション技法を振り返っていく必要がある。良いコミュニケーションの技法を検討し、目標設定をしていく。

Ｂグループ

総括･･･全体的に活気なくいねむりや下をむいている。目標を覚えている人が少なかっ

たので、メモをとるなど工夫していく必要性を伝えている。自己評価においては、

行動を振り返りながら、評価している。

Ｃグループ

総括･･･今月の目標の自己評価は高く、コミュニケーション技法がうまくでき家族との交流ができるようになったことを理由としてあげている。面会や外出泊など挨拶をすることで感謝している気持ちが伝わることも振り返り伝えています。

Ｄグループ

総括･･･三上様と日向端様が目標を忘れている為、メモをとる必要性を伝えている。殆どがホールへ来る事がなくできなかったと振り返り、まずはホールで過ごす様にし、会話をしていくよう伝えている。話題がないと話す患者様へは、話題を持つ事が出来ている患者様へアドバイスいただいている。

次回は、ＡＢＣＤグループは、良いコミュニケーションのポイントを振り返り、アドバイスしながら今年の目標と短期目標の設定きめていく。

12月の参加率は転出や転入があったため９９％となっている。アップしている為、継続していけるようにしていきましょう。

＜正月期間の外出泊状況＞

外出

4名行かれている。今後の予定者は5名

外泊

7名外泊に行かれている。今後の予定者は4名

面会

1名

予定者も含め合計20名となっています。今後の外出や外泊の予定はあるが、日時が決まっていない患者様がいますので、受け持ちのスタッフはご家族へ確認していきましょう。

伊藤五十二様…ご家族が４ヶ月以上面会にも来られていないため、担当者は面会　

へ来ていただけるよう連絡をしていきましょう。

十日市利喜様、飯豊信雄様、八木橋牧雄様、日向端庸男様の4名は年賀状を出しませんでした。

・田野端　忠夫様…年賀状を出し、一言年賀状に衣類がほしいことつけ加えた事により、荷物（衣類や嗜好品）届いています。また、年賀状も返事がきています。

今回、年賀状をだすことによって、面会に来られたり、外出・泊がスムーズとなることや、一言添えることで荷物が届いたり、効果があるのでひきつづき、連絡や手紙などだしていきましょう。

今後としてお盆や正月には、外出泊、もしくは面会が必ず行えるように返信用はがきを使用し、必ず返信をしていただけるなど検討していきましょう。外泊はいつになりますか、いつにしますかなど、ご家族へ確認する言葉にも気をつけながら、必ず返信していただけるような関わりしていく必要があります。

＜猪股Ｄｒケースカンファレンス＞

日向端　庸男様～嗜好品が多くあるので、巡視時には賞味期限を確認しましょう。　　

本人様は、プライドも高い為介入時にはきをつけましょう。メモを取るよう促しているも、習慣となることはない為、スタッフ側で確認していく必要があります。

五日市　規様～電話がかかってきていないかとの確認があるため、幻聴に左右されて　

いる様子がありますので、所在の確認や表情など観察していきましょう。

ほほえみ青い森プロデュースの勉強会＞

ご存じですか？「ほほえみ」と「笑い」のちからを
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あなたは、そしてあなたのお隣にいる方は、今、ほほえんでいますか？
一生懸命頑張りすぎて、ゆとりをなくしていませんか？

平成１９年度、県では２年間の約束で「青い森のほほえみプロデュース事業」を始めました。受講した皆さんの「良かったよ、あなたも受けてみたら」の口コミで、ほほえみの輪が今も大きく育ちつつあります。
そこで、平成２１年度、「ほほえみプロデュース活用推進事業」として、もう一年、継続することになりました。
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青い森のほほえみプロデュース事業（事業概要）
こんなことを目指しています 
　一生懸命頑張っていたら、だんだん苦しくなって精神的ゆとりがなくなった。」
そして、「ちょっとほほえんだら、笑ったら、気持ちが楽になった。」
という経験はありませんか？ 

　「笑い」には、ストレスや痛みを和らげる効果や免疫力を高める効果があるという報告が出てきています。　ほほえみとは、相手への好意、または敵意を持たないことを伝える表現です。
ほほえみを交わせる状態は、信頼関係が生まれている証拠です。　ほほえみと笑いに満ちた地域をつくることで、孤立させず、ゆとりのある、温かい人間関係を生み出し、虐待の予防につなげたいと考えたのです。

どうして、この事業を考えたの？ 
この事業は、子どもの虐待防止対策の中から生まれてきました。 

　そのためにどんなことをするの？ 

不安を抱えている人やゆとりをなくしてしまっている人をほほえませるのは、実はそんなに簡単なことではありません。相手のこころに寄り添って、安心感を生み出すことからはじまります。　そこで、ほほえみを引き出せる人が大勢いる地域、笑いを生み出せる人が大勢いる地域をつくるために、まず人材養成を行います。この事業は、東京医療保健大学教授であり、笑医塾塾長でもある高柳和江先生のご協力をいただいて実施されています。

高柳先生は、２００５年から、患者さんに寄り添い、笑いを感染させる人材“笑い療法士”の認定（癒しの環境研究会笑い療法士認定評価委員会による）を始められた方で、今回先生が考案した、相手に寄り添い、ほほえみを引き出すための７つのポイントを「ほほえみ太陽メッセージ７か条」として提供していだたきました。
１　あなたを幸せにしたいわたし自身を好きになる・・・・・・・・・・・・・・・わ
⇒自分自身を好きになり、価値を認めよう。そうしたら、心からの笑いが生まれる
２　あなたを幸せにしたい・・・・・・・・・・・・・・あ
　　　　⇒あなたの本当の素晴らしさを見つけてあげる
３　「大変ね」と心を寄り添わせる・・・・・・・・・・・・大変
　　　　⇒誰かが落ち込んでいたら、ネガティブな感情に心を寄せ、共感で迎え入れる
４　視点を切りかえてみよう・・・・・・・・・・・・・・・変えよう
　　　　⇒でも、こう考えてみようと視点を切りかえれば、新しい世界が広がってくる
５　P・N・Pで話してみる・・・・・・・・・・・・・・・・PNP
　　　　⇒言うべきことは言わねばならないとき、肯定（ポジティブ）・否定（ネガティブ）・肯定（ポ　　　　　　ジティブ）の順の対話術で
６　I・愛・Ｅｙｅメッセージで話そう・・・・・・・・・・・・・・愛
　　　　⇒「私は思うの」とＩを主語にして、眼差し（Ｅｙｅ）に愛を込めてメッセージを
７　感謝の気持と感動を大切にする・・・・・・・・・・・・・感謝
　　　　⇒感謝と感動が心に笑いを満たしてくれる
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食事制限中の糖尿病の患者様が、おやつを多量に摂取している現場を発見したときの対応についての例を考えて見ましょう。

１）　「だめじゃないの。貴方は糖尿病で食事制限しているでしょう。こんなに食べて

　　糖尿病が悪化してもいいんですか」と強い口調で怒る。

　　　　　⇒患者様は、嫌な気分となり、素直になれないことが多い。

2） 「良く今まで食事制限を守ってきましたね。えらいと思いますよ。おやつも食べたくなる気持ちはわかりますけど、おやつは制限する必要があるんですよ。明日から、　　　また、頑張ってやっていきましょう。

　　　　　⇒患者様は、自分も悪かった。と素直になるケースが多い。

・相手に寄り添い、笑いがあるだけで心穏やかになります。

・7か条の中で自分ができそうな事から始めましょう。

・ほほえみを引き出し笑顔のコミュニケーションで、家族・職場・患者に

　元気を与えましょう。

















































